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Ｔ
　
芸
州
広
島

　
弥
生
ヶ
岡
の

　
花
時
雨

Ｓ
＝
弥
生
ヶ
岡

　
花
が
散
る
、
花
が
散
る
。

　
群
集
が
ワ
ー
と
喚
声
を
挙
げ
た
。

　
大
声
に
、

Ｔ
「
喜
平
次
の

　
馬
鹿
野
郎
！

　
斬
ら
れ
て
了
え
！
」
（
少
し
大
き
な
字
）

　
有
馬
喜
平
次
を
先
頭
に
紫
羽
織
十
五
人
組
が
抜
刀
で
じ
り
じ
り
迫
る
。

　
群
集
、

Ｔ
「
宮
本
先
生

　
其
奴
を

　
叩
ッ
斬
っ
て
下
さ
れ
！
」
（
文
字
少
し
大
き
く
）

　
宮
本
武
蔵
、
両
刀
を
抜
い
て
毅
然
と
立
つ
。

　
群
集
が
又
、

Ｔ
「
喜
平
次
は

　
鬼
だ
！
」
（
少
し
大
き
く
）

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
此
の
町
の
毒
虫
だ
！
」
（
少
し
大
き
く
）

　
紫
羽
織
の
一
人
、
怒
っ
て
武
蔵
に
斬
っ
て
掛
か
る
。

　
一
足
退
い
て
武
蔵
、
其
奴
を
叩
ッ
斬
る
。

　
ワ
ー
と
挙
が
る
喚
声
。

　
乱
闘
、
派
手
な
奴
。

　
群
衆
の
喚
声
。

　
武
蔵
の
大
奮
戦
。

　
遂
に
喜
平
次
、
叩
ッ
斬
る
。

　
ワ
ー
と
挙
が
る
見
物
の
喚
声
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
大
川

　
乗
合
舟
。

　
大
勢
の
乗
客
の
中
に
旅
の
商
人
が
一
人
、

　
（
薬
売
の
様
な
風
体
）

　
そ
れ
が
、
話
し
手
で
あ
る
。

Ｔ
「
そ
の
宮
本
先
生
の

　
強
い
事
、
強
い
事
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
先
づ

　
日
本
一
で

　
御
座
ん
し
ょ
う
ね
」

　
と
言
っ
た
。

　
感
心
す
る
乗
合
の
客
。

　
舟
端
で
聞
く
と
も
無
し
に
此
の
話
を
聞
い
て
居
た
、
女
賊
白
狐
の
お
し
ま
が
、

　
そ
ッ
と
微
笑
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
独
り
言
、

Ｔ
「
そ
ん
な
強
い
先
生
に
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一
度
、
遭
っ
て

　
見
た
い
」

　
と
言
っ
た
。

　
川
の
流
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
兎
も
角

　
当
時
、
宮
本
武
蔵
の
名
は

　
津
々
浦
々
に
響
き
渡
っ
て
い
た

Ｓ
＝
道
場
の
表

　
念
流
剣
道
指
南
、
森
脇
左
十
郎
の
門
外
で
あ
る
。

　
今
し
も
、
そ
の
表
に
立
ち
止
っ
た
一
人
の
武
者
修
業
の
侍
（
早
水
団
九
郎
）

　
の
こ
の
こ
門
内
へ
入
る
。

Ｓ
＝
玄
関
で

　
団
九
郎
が
取
次
の
侍
に
向
っ
て
大
声
挙
げ
て
叫
ん
だ
。

Ｔ
「
拙
者
、
天
下
の
浪
人

　
宮
本
武
蔵
政
名
と

　
申
す
者
」

　
「
ソ
ー
ラ
来
た
」
と
取
次
の
侍
早
顔
色
が
無
い
。

　
団
九
郎
、
尚
も
大
声
に
、

Ｔ
「
先
生
に
一
本

　
御
手
合
せ

　
願
い
度
く
」

　
取
次
の
侍
「
暫
時
御
待
ち
の
程
を
」
と
言
っ
て
、

　
泡
喰
っ
て
、
奥
へ
注
進
す
る
。

　
し
て
や
っ
た
り
と
団
九
郎
、
ほ
く
そ
笑
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　　
や
が
て
、

　
取
次
の
侍
が
、
恐
る
恐
る
出
て
来
て
、
其
の
場
に
ペ
タ
リ
と
平
伏
し
た
。

　
「
如
何
で
御
座
る
」
と
団
九
郎
。

　
侍
が
、

Ｔ
「
先
生

　
只
今
御
病
気
中
に

　
御
座
れ
ば
」

　
ナ
ニ
ッ
病
気
、
と
団
九
郎
、

　
取
次
の
侍
、
紙
包
を
取
り
出
し
て
、

Ｔ
「
誠
に
軽
少
に

　
御
座
る
が

　
ホ
ン
の
草
鞋
銭
」

　
と
団
九
郎
の
前
に
差
し
出
す
。

　
し
て
や
っ
た
り
と
団
九
郎
、
「
そ
れ
は
残
念
」
と
か
何
と
か
言
い
乍
ら
、
そ

　
の
紙
包
を
受
け
取
っ
た
。

Ｓ
＝
表

　
出
て
来
た
団
九
郎
、
紙
包
を
取
り
出
し
て
中
の
金
子
を
、
紙
入
れ
に
収
め
て
、

　　
せ
せ
ら
笑
っ
て
、
立
ち
去
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　

4武蔵旅日記



Ｓ
＝
別
な
道
場
の
表

　
今
度
は
一
刀
流
の
先
生
、
浮
田
源
兵
衛
の
門
前
だ
。

　
団
九
郎
、
悠
々
と
し
て
、
門
内
に
入
る
。

Ｓ
＝
玄
関

　
頼
も
う
、
と
呼
ぶ
声
に
応
じ
て
取
次
の
侍
。

　
団
九
郎
声
張
り
上
げ
て
、

Ｔ
「
拙
者
天
下
の
浪
人

　
宮
本
武
蔵
政
名
と
申
す
」

　
で
取
次
の
侍
、
例
の
如
く
驚
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
門
前

　
団
九
郎
、
紙
包
貰
っ
て
出
て
来
た
。
封
を
破
っ
て
金
子
を
紙
入
れ
に
収
め
て
、

　　
せ
せ
ら
笑
っ
て
、
立
ち
去
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
又
他
の
道
場
の
表

　
今
度
は
心
貫
流
貝
沢
万
右
衛
門
先
生
の
門
前
。
団
九
郎
、
例
に
依
っ
て
、
フ

　
ン
ゾ
リ
返
っ
て
門
内
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　　
や
が
て
又
、

　
団
九
郎
、

　
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
出
て
来
た
。

　
紙
包
の
中
の
金
子
を
紙
入
れ
に
収
め
、

　
せ
せ
ら
笑
っ
て
、
立
ち
去
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　　
（
団
九
郎
は
一
見
強
そ
う
な
男
で
あ
る
事
。
道
場
は
三
つ
と
も
、
貧
弱
な
道

　
場
で
あ
る
事
）

Ｓ
＝
旅
籠
美
濃
屋
の
一
室

　
宿
帳
の
大
写
。

　
団
九
郎
、
宿
帳
を
取
り
上
げ
て
、
さ
ら
さ
ら
と
姓
名
を
書
い
た
。

　
受
け
取
っ
た
亭
主
が
見
る
と
、

　
宿
帳
の
大
写
。

　
肥
後
熊
本
浪
人

　
宮
本
武
蔵
政
名
、
と
あ
る
。

　
エ
ッ
と
亭
主
が
驚
く
。

　
団
九
郎
、
床
を
背
に
豪
然
と
坐
す
。

　
亭
主
が
、

Ｔ
「
そ
れ
で
は

　
貴
方
様
が
ッ
」

　
ナ
ン
ダ
と
団
九
郎
。

　
亭
主
が
、

Ｔ
「
あ
の
有
名
な

　
二
刀
流
の
先
生
」

　
「
如
何
に
も
」
と
団
九
郎
、
威
張
っ
た
も
の
だ
。
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亭
主
も
大
喜
び
に
「
そ
れ
は
、
そ
れ
は

Ｔ
「
よ
う
こ
そ

　
御
泊
り
下
さ
い
ま
し
た
」

　
と
下
へ
も
置
か
ぬ
待
遇
で
す
。

　
団
九
郎
す
っ
か
り
悦
に
入
っ
た
。

　
亭
主
は
宿
帳
を
つ
く
づ
く
見
て
、

Ｔ
「
こ
の
宿
帳
は

　
永
く
当
家
の
家
宝
と
し
て

　
子
々
孫
々
に
伝
え
ま
す
」

　
と
押
し
戴
い
た
の
で
、

　
団
九
郎
先
生
益
々
得
意
然
と
し
て
居
る
。

Ｓ
＝
帳
場
で
は

　
又
大
騒
ぎ
で
あ
る
。

　
二
階
か
ら
下
り
て
来
た
女
中
の
報
告
で
、

　
番
頭
や
女
中
が
、

Ｔ
「
宮
本
武
蔵
？
」

　
と
囁
い
て
居
る
。

　
そ
の
時
、

　
丁
度
今
旅
籠
に
着
い
て
足
を
洗
っ
て
居
た
白
狐
の
お
し
ま
が
、
そ
の
声
を
聞

　
い
て
、
ア
レ
ッ
と
言
っ
た
顔
。

Ｓ
＝
団
九
郎
の
室

　
亭
主
を
前
に
団
九
郎
、
身
振
り
手
振
り
も
面
白
く
、

　
勝
手
な
武
勇
伝
に
、
熱
を
上
げ
て
居
る
。

　
亭
主
、
謹
ん
で
聴
い
て
居
た
が
、

　
「
で
は
又
、
後
程
」
と
引
き
退
る
。

Ｓ
＝
廊
下

　
出
て
来
た
亭
主
は
宿
帳
持
っ
て
、

　
隣
の
室
へ
入
る
。

　
女
中
に
案
内
さ
れ
て
、
お
し
ま
が
通
り
過
ぎ
る
。

Ｓ
＝
隣
室

　
入
っ
て
来
た
主
人
。

　
其
処
に
泊
っ
て
居
る
の
が
、
本
当
の
宮
本
武
蔵
で
あ
る
。

　
武
蔵
、
亭
主
か
ら
宿
帳
を
受
け
取
っ
た
。

　
開
い
て
、
見
て
、
ア
レ
ッ
、
と
呆
れ
た
。

　
「
宮
本
武
蔵
」
と
独
り
言
し
乍
ら
、

　
亭
主
に
「
宮
本
武
蔵
ど
の
と
言
う
の
は
？
」

　
と
訊
く
。

　
亭
主
が
聞
か
れ
て
「
よ
く
お
訊
ね
下
さ
い
ま
し
た
」

　
実
は
、

Ｔ
「
隣
り
の
室
の
お
客
様
が

　
宮
本
武
蔵
先
生
」

　
こ
れ
に
は
武
蔵
、
ば
か
ら
し
ゅ
う
て
暫
時
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。

　
や
が
て
、
心
に
何
か
決
す
る
処
が
あ
っ
て
か
、

Ｔ
「
宮
本
先
生
と

　
御
同
宿
致
す
と
は

　
願
っ
て
も
な
き
倖
せ
」
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そ
う
で
御
座
い
ま
す
、
と
亭
主
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
御
亭
主

　
折
入
っ
て

　
御
頼
み
が
あ
る
」

　
と
言
う
。

　
何
で
御
座
い
ま
す
か
、
と
亭
主
。

Ｓ
＝
お
し
ま
の
室

　
お
し
ま
褞
袍
と
着
換
え
て
や
っ
と
落
ち
着
い
た
処
。

　
嬉
し
そ
う
で
独
り
言
、

Ｔ
「
ど
う
や
ら

　
宮
本
武
蔵
っ
て
先
生
に

　
遭
え
る
ら
し
い
」

　
と
言
う
。

Ｓ
＝
団
九
郎
の
室

　
武
蔵
を
伴
っ
て
亭
主
が
団
九
郎
の
前
に
、

　
平
伏
し
て
、
頼
み
込
ん
で
居
る
。

　
団
九
郎
、
例
の
如
く
、
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
居
る
。

Ｔ
「
身
共
の
弟
子
に

　
な
り
た
い
？
」

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
先
生
の
門
人
と
し
て

　
道
中
御
供

　
致
し
度
う
御
座
る
」

　
ウ
ン
ウ
ン
と
団
九
郎
。

　
亭
主
も
傍
か
ら
頼
む
。

　
団
九
郎
が
よ
ろ
し
い
と
承
知
し
た
の
で
、

　
二
人
は
喜
ん
で
礼
を
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
さ
て

　
翌
る
日
　
　

Ｓ
＝
街
道

　
早
水
団
九
郎
、
荷
物
を
全
部
、
宮
本
武
蔵
に
持
た
せ
て
威
張
り
返
っ
て
歩
い

　
て
行
く
。

　
団
九
郎
歩
き
乍
ら
武
蔵
を
振
り
返
る
。

Ｔ
「
今
迄
何
流
を

　
学
ん
で
居
っ
た
？
」

　
武
蔵
が
「
ハ
イ

Ｔ
「
吉
岡
憲
法
先
生
の

　
吉
岡
流
を
少
々
ば
か
り
」

　
団
九
郎
、
ウ
ン
ウ
ン
、
ア
ー
ア
ー
。

Ｔ
「
吉
岡
の
憲
公
か
」

　
ま
る
で
憲
法
が
自
分
の
弟
子
み
た
い
な
調
子
で
あ
る
。

Ｔ
「
憲
公
も
、
噂
ほ
ど
強
う
無
い
喃
」

　
こ
れ
に
は
武
蔵
、
思
わ
ず
苦
笑
す
る
。

　
武
蔵
、
道
端
の
草
を
む
し
り
取
っ
て
、
団
九
郎
の
背
後
か
ら
、
そ
の
首
筋
を

　
そ
の
草
で
、
そ
ッ
と
撫
で
る
。
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（
薄
の
様
な
草
）

　
団
九
郎
、
首
を
ち
ぢ
め
る
。

　
が
そ
の
儘
歩
い
て
行
く
。

　
武
蔵
又
こ
そ
ぼ
る
。

　
団
九
郎
、
立
ち
止
っ
た
。
首
筋
を
撫
で
て
見
て
、

　
武
蔵
に
、
何
か
居
る
か
見
て
呉
れ
、
と
言
う
。

　
武
蔵
、
覗
き
込
ん
で
叫
ん
だ
。

Ｔ
「
ア
ッ
、
毛
虫
ッ
」

　
で
今
迄
威
張
り
返
っ
て
居
た
団
九
郎
が
ワ
ー
と
真
蒼
な
顔
で
跳
び
上
っ
た
。

　
（
仰
々
し
く
驚
く
事
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
街
道
の
茶
店

　
白
狐
の
お
し
ま
が
休
ん
で
居
る
。

　
傍
に
武
者
修
業
ら
し
い
武
家
一
人
。

　
お
し
ま
が
じ
ろ
ッ
と
侍
の
方
を
凄
い
眼
で
睨
ん
で
、

　
独
り
ほ
く
そ
笑
む
。

　
と
「
茶
代
を
置
く
よ
」
と
言
い
捨
て
て
立
ち
上
る
。

　
武
家
、
つ
と
懐
に
気
附
い
て
手
を
入
れ
て
見
る

　
と
紙
入
れ
が
無
い
。

　
お
し
ま
茶
代
を
置
い
て
去
ろ
う
と
す
る
。

　
侍
「
ア
ッ
、
こ
れ
」
と
、

　
お
し
ま
に
追
い
附
い
た
。

　
い
き
な
り
、
利
腕
つ
か
ん
で
捻
じ
伏
せ
た
。

　
「
何
を
す
る
ん
だ
い
？
」
と
お
し
ま
。

　
侍
、
お
し
ま
の
懐
か
ら
己
の
紙
入
れ
を
奪
い
返
し
て
、

Ｔ
「
素
太
い
女
奴
ッ
」

　
と
お
し
ま
を
膝
下
に
組
み
敷
い
て
、

Ｔ
「
代
官
所
へ

　
突
き
出
し
て
や
る
」

　
其
処
へ
、
武
蔵
を
供
に
団
九
郎
が
現
れ
て
、

　
此
の
様
子
を
見
る
や
、
馳
け
出
し
て
、

　
侍
を
突
き
飛
ば
し
、
お
し
ま
を
背
後
に
し
て
立
つ
。

　
武
者
修
業
の
侍
が
、
突
か
れ
て
怒
っ
た
。

Ｔ
「
何
だ

　
貴
様
ァ
」

　
そ
の
声
に
団
九
郎
、
少
し
驚
い
た
が
、
女
の
手
前
威
張
っ
て
言
っ
た
。

Ｔ
「
拙
者
天
下
の
浪
人

　
宮
本
武
蔵
政
名
と
申
す
」

　
聞
い
て
、
そ
の
侍
は
、
驚
い
た
。

Ｔ
「
デ
ハ
貴
殿
が

　
宮
本
先
生
」

　
そ
う
じ
ゃ
、
と
団
九
郎
。

　
そ
の
侍
、
ハ
ハ
ッ
、
と
平
伏
し
て
「
知
ら
ぬ
事
と
は
申
せ
無
礼
の
段
平
に
」

　
と
謝
ま
っ
た
。

　
で
、
団
九
郎
、
女
の
見
て
居
る
前
で
、
断
然
男
ッ
振
り
を
上
げ
て
、

　
お
し
ま
は
、
愈
々
、
此
の
日
本
一
の
先
生
が
好
き
に
な
っ
た
と
言
っ
た
顔
で
、

　
頼
も
し
そ
う
に
団
九
郎
の
顔
を
惚
れ
惚
れ
と
見
上
げ
ま
し
た
。
武
蔵
は
相
変

　
ら
ず
の
微
笑
で
始
終
の
様
子
を
見
て
居
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）
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　Ｓ
＝
旅
籠
若
狭
屋
の
一
室

　
団
九
郎
と
お
し
ま
が
、
今
着
い
て
、

　
や
っ
と
、
く
つ
ろ
い
だ
処
。

　
お
し
ま
が
団
九
郎
に
、

Ｔ
「
妾
な
ん
ぞ
が

　
御
一
緒
に

　
お
供
し
て
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
御
迷
惑
で

　
御
座
い
ま
し
ょ
う
ね
」

　
団
九
郎
が
中
々
も
っ
て
迷
惑
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
喜
ん
で
居
り
ま
す
る
。

　
お
し
ま
が
、
言
い
に
く
そ
う
に
、

Ｔ
「
御
迷
惑
で

　
御
座
い
ま
せ
ん
の
な
ら
」

　
と
言
っ
て
、
艶
な
瞳
で
、
団
九
郎
を
チ
ラ
と
見
て
、

Ｔ
「
い
つ
ま
で
も

　
御
一
緒
に
御
供
が

　
致
し
度
う
御
座
い
ま
す
わ
」

　
と
言
わ
れ
て
、

　
団
九
郎
、
身
体
が
ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
来
た
。

　
武
蔵
が
風
呂
か
ら
帰
っ
て
来
た
。

　
お
し
ま
は
、
代
っ
て
風
呂
へ
出
て
行
く
。

　
う
っ
と
り
見
惚
れ
た
団
九
郎
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
同
じ
室

　
団
九
郎
、
室
の
隅
の
鏡
を
出
し
て
来
て
、

　
つ
く
づ
く
己
の
顔
を
見
て
独
り
言
。

Ｔ
「
近
頃
は

　
斯
う
言
う
顔
が

　
女
に
も
て
る
ら
し
い
」

　
室
の
隅
の
柱
に
も
た
れ
て
居
た
武
蔵
が
、

Ｔ
「
馬
鹿
だ
な
ァ

　
先
生
は
」

　
と
言
う
。

　
ナ
ニ
ッ
と
団
九
郎
、
い
き
ご
ん
で
武
蔵
を
見
る
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
そ
ん
な
顔
は

　
女
に
も
て
ま
せ
ぬ
」

　
団
九
郎
、
語
気
荒
く
、

Ｔ
「
し
か
し

　
あ
の
女
は

　
身
共
に
ッ
」

　
と
喰
っ
て
掛
か
る
の
を
、

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
だ
か
ら

　
先
生
は
馬
鹿
だ

　
と
申
し
た
」
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と
言
わ
れ
て
、

　
団
九
郎
烈
火
の
如
く
怒
っ
た
。

Ｔ
「
師
に
向
っ
て

　
無
礼
の
雑
言
ッ
！
」

　
と
掴
み
に
掛
る
。

　
利
腕
掴
ん
で
武
蔵
、
団
九
郎
を
投
げ
る
。

　
投
げ
ら
れ
て
、
オ
ヤ
ッ
と
団
九
郎
、
意
外
な
顔
。

　
又
、
組
み
附
い
て
又
投
げ
ら
れ
た
。

　
ド
シ
ン
と
大
き
な
音
。

　
そ
の
時
、
ガ
ラ
ッ
と
障
子
が
開
い
て
、
風
呂
上
り
の
お
し
ま
が
、

Ｔ
「
何
で
御
座
い
ま
す
の

　
今
の
音
は
？
」

　
と
訊
か
れ
て
室
の
隅
で
、
団
九
郎
、
変
な
顔
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
今
先
生
に

　
柔
道
の
稽
古
を

　
致
し
て
貰
い
ま
し
た
」

　
ま
ァ
と
お
し
ま
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
今
の
物
音
は

　
拙
者
が

　
投
げ
ら
れ
ま
し
た
音
」

　
と
言
わ
れ
て
お
し
ま
が
、
う
っ
と
り
と
、

　
「
ま
ァ

Ｔ
「
お
強
う
御
座
い
ま
す
の
ね

　
先
生
は
？
」

　
団
九
郎
先
生
、
投
げ
ら
れ
て
腰
が
痛
い
が
、
泣
く
に
泣
か
れ
ぬ
苦
笑
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
街
道
の
朝

　
団
九
郎
と
お
し
ま
、
後
か
ら
武
蔵
が
お
供
す
る
。

　
団
九
郎
、
お
し
ま
に
、

Ｔ
「
拙
者
の
顔
は

　
女
に
も
て
ん
と

　
申
し
お
っ
た
」

　
ま
ァ
と
お
し
ま
が
、

Ｔ
「
だ
っ
て
先
生

　
此
処
に
一
人

　
そ
の
お
顔
に
」

　
と
団
九
郎
に
寄
り
添
っ
て
、

Ｔ
「
ぞ
っ
こ
ん

　
惚
れ
た
女
が

　
あ
る
じ
ゃ

　
御
座
い
ま
せ
ん
か
？
」

　
と
言
う
。

　
団
九
郎
、
す
っ
か
り
悦
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
お
し
ま
、
草
鞋
の
紐
が
解
け
た
の
で
、

　
立
ち
止
っ
た
。

　
団
九
郎
と
武
蔵
は
先
へ
行
く
。
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お
し
ま
漸
く
紐
を
し
め
直
し
て
立
ち
上
っ
た
時
、

　
一
人
の
侍
と
す
れ
違
っ
た
。
（
門
人
数
名
を
供
に
連
れ
て
い
る
）

　
こ
ら
ッ
と
、
そ
の
侍
白
倉
源
五
左
衛
門
、
お
し
ま
の
腕
を
掴
む
。

　
お
し
ま
の
手
に
白
倉
の
紙
入
れ
。

　
奪
い
返
し
て
白
倉
が
、
お
し
ま
を
突
き
倒
す
。

　
倒
さ
れ
た
お
し
ま
が
、

Ｔ
「
畜
生
、

　
吠
え
面
掻
く
な
ッ
」

　
ナ
ニ
ッ
と
白
倉
。

　
お
し
ま
が
、

Ｔ
「
宮
本
先
生
を

　
呼
ん
で
来
る
よ
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
日
本
一
の
強
い
人

　
宮
本
武
蔵
先
生
を
」

　
源
五
左
衛
門
が
、

Ｔ
「
面
白
い
ッ
、
呼
ん
で
来
い
！
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
宮
本
武
蔵
を

　
呼
ん
で
来
い
ッ
！
」

　
仕
出
し
が
若
干
立
ち
止
る
。

　
団
九
郎
と
武
蔵
が
、
お
し
ま
が
遅
い
の
で
戻
っ
て
来
た
。

　
早
く
も
そ
れ
と
見
て
、
お
し
ま
が
「
先
生
ッ
」
と
馳
け
寄
っ
て
、
縋
る
。

　
団
九
郎
、
お
し
ま
を
背
後
に
し
て
、

　
威
張
り
返
っ
て
源
五
左
衛
門
の
前
に
進
み
、

Ｔ
「
身
共
天
下
の
浪
人

　
宮
本
武
蔵
政
名

　
と
申
す
者
」

　
へ
へ
ッ
と
驚
く
か
と
思
い
の
外
、
白
倉
源
五
左
衛
門
一
歩
進
み
出
て
、

Ｔ
「
貴
様
が
武
蔵
か
？
」

　
え
ッ
と
団
九
郎
、
少
し
蒼
く
な
る
。

　
源
五
左
が
、

Ｔ
「
白
倉
源
五
左
衛
門
が

　
勝
負
し
よ
う

　
道
場
へ
来
い
ッ
」

　
と
言
う
。

　
団
九
郎
、
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
が
遅
い
。

　
お
し
ま
が
袖
を
引
い
て
、
引
ッ
叩
い
て
お
や
り
な
さ
い
と
言
う
。

　
団
九
郎
、
虚
勢
を
張
っ
て
、
よ
う
し
ッ
来
い
と
承
知
し
た
。

　
其
処
で
、
源
五
左
と
団
九
郎
、
肩
を
並
べ
て
歩
き
出
す
。

　
後
か
ら
、
お
し
ま
に
武
蔵
、
更
に
門
人
一
同
。

　
武
蔵
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
行
く
。

　
群
集
も
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
後
か
ら
従
う
。

　
そ
の
群
集
の
一
番
最
後
の
遊
び
人
風
の
男
が
二
人
、
歩
き
乍
ら
話
し
合
う
。

Ｔ
「
ど
ち
ら
が

　
勝
つ
だ
ろ
う
」

　
と
甲
が
言
え
ば
、

　
乙
が
、

Ｔ
「
そ
り
ゃ
、
宮
本
武
蔵
サ
」

　
甲
が
、
い
や
い
や
、
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Ｔ
「
白
倉
先
生
も

　
強
い
ぞ
！
」

　
乙
が
ナ
ニ
ッ
、

Ｔ
「
よ
し
ッ
一
番

　
賭
け
よ
う
」

　
と
気
が
早
い
。

　
面
白
い
と
甲
も
乗
り
気
だ
、
が
金
は
無
し
。

Ｔ
「
金
あ
る
か
？
」

　
乙
が
「
無
い
か
ら
、
仕
方
が
ね
え
」

Ｔ
「
負
け
た
ら

　
着
物
を
ぬ
ぐ
ん
だ
」

　
よ
う
し
来
た
と
甲
。

　
わ
い
わ
い
言
っ
て
居
る
。
群
集
の
先
頭
で
団
九
郎
生
き
た
心
地
が
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
吉
原
神
道
流
剣
道
指
南

　
　
　
　
　
白
倉
源
五
左
衛
門
の
看
板

Ｓ
＝
道
場
の
表

　
格
子
窓
か
ら
覗
き
込
ん
で
居
る
人
々
。

　
遊
び
人
甲
乙
も
居
る
。

Ｓ
＝
道
場
内

　
用
意
万
端
整
え
て
白
倉
、
悠
然
と
進
み
出
る
。
団
九
郎
も
武
蔵
に
襷
鉢
巻
を

　
結
ん
で
貰
っ
て
中
央
に
現
わ
れ
た
。

　
固
唾
を
呑
む
門
人
と
お
し
ま
。

　
武
蔵
は
例
の
微
笑
を
浮
べ
て
、
片
隅
で
見
て
居
る
。

　
団
九
郎
と
源
五
左
、
一
礼
し
て
サ
ッ
と
分
れ
た
。

　
団
九
郎
二
刀
を
振
り
か
ぶ
っ
て
勇
ま
し
い
姿
。

　
と
忽
ち
、

　
団
九
郎
、
一
つ
コ
ツ
ン
と
叩
か
れ
た
。

　
オ
ヤ
オ
ヤ
と
驚
く
お
し
ま
。

　
続
い
て
、
二
ツ
三
ツ
。

　
兎
も
角
、
団
九
郎
、
無
茶
苦
茶
に
叩
き
の
め
さ
れ
逃
げ
廻
っ
て
は
又
叩
か
れ
、

　　
（
三
枚
目
的
な
立
廻
り
よ
ろ
し
く
）

　
遂
に
、
長
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
お
し
ま
、
げ
っ
そ
り
し
た
。

　
源
五
左
せ
せ
ら
笑
っ
て
団
九
郎
を
足
で
踏
み
、

Ｔ
「
こ
れ
が
日
本
一
か
ッ
」

　
と
大
笑
す
る
。

Ｓ
＝
表

　
遊
び
人
乙
、
ク
ル
ッ
と
裸
に
な
っ
た
。

　
済
ま
ん
な
ァ
、
と
甲
は
乙
の
着
物
を
受
け
取
る
。

Ｓ
＝
内
部

　
今
迄
黙
っ
て
居
た
武
蔵
が
立
ち
上
っ
た
。

　
源
五
左
を
呼
び
止
め
て
、

Ｔ
「
只
今
の
は

12武蔵旅日記



　
小
手
調
べ
」

　
エ
ッ
と
源
五
左
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
身
共
が
真
の

　
宮
本
武
蔵
」

　
ま
ァ
と
驚
い
た
の
は
お
し
ま
で
あ
る
。

　
源
五
左
、
よ
し
来
い
と
身
構
え
る
。

　
武
蔵
が
、
悠
々
、
大
小
の
木
太
刀
を
掴
ん
で
一
振
り
二
振
り
。

　
悠
々
と
道
場
の
中
央
に
仁
王
立
ち
。

　
余
り
の
事
に
お
し
ま
言
葉
も
出
な
い
。

　
武
蔵
、
サ
ッ
と
身
構
え
た
。

　
白
倉
サ
ッ
と
斬
り
込
む
。
と
忽
ち
、

　
面
を
殴
ら
れ
て
、
ワ
ッ
と
倒
れ
る
。

　
そ
の
時
、
門
人
が
五
六
名
、
武
蔵
に
打
っ
て
掛
っ
て
も
よ
ろ
し
い
。

　
兎
も
角
、
白
倉
サ
ン
ザ
ン
に
や
ら
れ
た
。

　
武
蔵
、
木
太
刀
を
捨
て
て
塵
打
ち
払
い
、
悠
然
と
立
ち
出
で
ん
と
す
る
。

　
お
し
ま
が
呼
び
止
め
た
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
先
生
を

　
お
頼
み
申
す
」

　
「
御
冗
談
ば
か
り
」
と
お
し
ま
。

Ｔ
「
あ
ん
な
奴

　
妾
、
大
嫌
い
」

　
武
蔵
が
傍
に
倒
れ
て
い
る
団
九
郎
に
、

Ｔ
「
お
聞
き
な
さ
れ
た
か

　
今
の
言
葉
？
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
だ
か
ら
身
共
が

　
そ
の
お
顔
は
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
女
に
も
て
ぬ
と

　
申
し
た
の
さ
」

　
と
、
今
度
は
お
し
ま
に
向
っ
て
、

Ｔ
「
こ
れ
か
ら

　
男
に
惚
れ
る
な
ら
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
名
前
に
惚
れ
ず

　
人
間
に
惚
れ
る
事
で

　
御
座
る
喃
」

　
と
言
い
捨
て
て
去
る
。

　
呆
然
た
る
お
し
ま
、
団
九
郎
。

Ｓ
＝
表
で
は

　
裸
に
な
っ
た
遊
び
人
の
乙
が
、
済
ま
ん
な
ァ
と
着
物
を
着
て
、
甲
が
裸
に
な

　
っ
た
。
そ
の
着
物
を
乙
が
受
け
取
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
街
道

　
武
蔵
と
団
九
郎
が
行
く
。

　
今
度
は
武
蔵
が
先
生
で
、
団
九
郎
が
弟
子
で
あ
る
。
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主
従
、
楽
し
く
語
ら
い
乍
ら
行
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
峠
の
上
り
口
の
茶
店

　
武
蔵
と
団
九
郎
が
休
ん
で
居
る
。

　
茶
店
の
亭
主
が
、
心
配
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

Ｔ
「
峠
を
お
越
し

　
な
さ
る
時

　
御
要
心
な
さ
い
ま
せ
」

　
「
ど
う
し
た
？
」
と
武
蔵
。

　
亭
主
が
、

Ｔ
「
天
狗
様
が

　
お
出
ま
し
に

　
な
り
ま
す
」

　
団
九
郎
が
驚
い
た
。

Ｔ
「
天
狗
？
」

　
そ
れ
は
又
本
当
か
、
と
膝
乗
り
出
す
。

　
亭
主
が
、

Ｔ
「
昨
日

　
山
向
う
の
庄
屋
の
家
に

　
白
羽
の
矢
が
」

Ｓ
＝
庄
屋
の
家

　
屋
根
に
白
羽
の
矢
が
、
突
き
さ
さ
っ
て
居
る
下
で
大
勢
の
百
姓
が
わ
い
わ
い

　
言
っ
て
居
る
。

Ｔ
「
嫁
入
前
の
庄
屋
の

　
娘
が
可
哀
そ
う
に

　
人
身
御
供
に
」

Ｓ
＝
元
の
茶
店

　
亭
主
が
話
す
。

　
団
九
郎
が
、

Ｔ
「
心
配
致
す
な

　
亭
主

　
此
の
御
方
は
誰
あ
ろ
う
」

　
と
武
蔵
を
指
さ
し
て
、

Ｔ
「
新
免
二
刀
流
の
開
祖

　
宮
本
武
蔵
先
生
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
拙
者
は
先
生
の
高
弟
で

　
同
じ
く
新
免
二
刀
流
の

　
達
人
」

　
と
威
張
っ
て
、

Ｔ
「
勇
名
天
下
に
響
き
渡
っ
た

　
早
水
団
九
郎
」

　
亭
主
も
感
心
し
た
。

　
武
蔵
、
立
ち
上
る
と
、
傍
の
草
叢
の
方
へ
行
く
。

　
団
九
郎
尚
も
亭
主
に
、

Ｔ
「
烏
天
狗

　
二
十
や
三
十
」
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鼻
へ
し
折
っ
て
、
と
手
振
り
身
振
り
で
威
張
り
出
す
。

　
フ
ト
武
蔵
の
居
な
い
の
に
気
が
つ
く
。

　
振
り
返
る
と
、

　
武
蔵
が
草
叢
を
覗
い
て
居
る
。

　
団
九
郎
が
、
先
生
何
で
御
座
る
、
と
言
う
。

　
武
蔵
が
振
り
返
っ
て
、

Ｔ
「
大
き
な
蛇
が
、
居
る
」

　
団
九
郎
、
跳
び
上
っ
た
。

Ｔ
「
蛇
ッ
！
」

　
武
蔵
の
手
が
草
叢
の
縄
を
掴
む
（
縄
で
あ
る
事
を
は
っ
き
り
見
せ
て
下
さ
い

　
）
。

　
団
九
郎
は
武
蔵
が
蛇
を
掴
ん
だ
も
の
と
思
っ
て
、

　
「
先
生
、
お
よ
し
遊
ば
せ
」
と
早
逃
げ
腰
だ
。

　
武
蔵
、
縄
を
掴
ん
で
、

Ｔ
「
そ
ー
ら

　
蛇
だ
ッ
」

　
と
投
げ
る
。

　
そ
の
縄
が
団
九
郎
の
頭
か
ら
背
中
へ
引
ッ
掛
か
る
と
、

　
団
九
郎
跳
び
上
っ
て
、
ウ
ア
ッ
と
逃
げ
出
し
た
。

　
武
蔵
と
亭
主
が
大
笑
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
庄
屋
の
家
の
表
　
　
夕
方

　
屋
根
の
白
羽
の
矢
。

　
表
に
は
葛
籠





が
置
い
て
あ
る
。

　
見
送
り
の
百
姓
達
で
家
の
表
、
賑
々
し
い
。

Ｓ
＝
内
部

　
娘
の
室
か
ら
驚
い
て
庄
屋
が
出
て
来
た
。

Ｔ
「
娘
が

　
見
え
ま
せ
ん
」

　
と
言
う
。

　
え
ッ
、
と
驚
く
一
同
。

　
サ
ー
大
変
、
慌
て
出
す
。

Ｓ
＝
表

　
馳
け
出
す
人
々
、
口
々
に
、

Ｔ
「
お
絹
さ
ん
が

　
逃
げ
た
ッ
！
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
皆
ん
な

　
探
し
て
呉
れ
！
」

　
と
口
々
に
、

Ｔ
「
天
狗
様
の

　
お
怒
り
が

　
怖
し
い
ぞ
！
」

　
と
叫
ん
で
、

　
八
方
に
走
り
去
る
。

Ｓ
＝
村
の
小
川
の
水
車
の
辺
り
で

15



　
六
助
と
お
絹
の
ラ
ヴ
シ
ー
ン
。

　
お
絹
が
涙
で
眼
を
光
ら
し
て
、

Ｔ
「
隣
り
村
へ
お
嫁
に

　
行
く
ぐ
ら
い
な
ら
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
い
っ
そ
天
狗
様
に

　
喰
わ
れ
て

　
死
ん
だ
方
が
倖
せ
で
す
」

　
と
言
う
。

　
六
助
が
、

Ｔ
「
二
人
で

　
逃
げ
よ
う
」

　
と
急
き
立
て
る
。

　
い
い
え
と
お
絹
が
、

Ｔ
「
天
狗
様
の
御
祟
り
が

　
怖
し
う
て
…
…
」

　
困
っ
た
な
ァ
と
六
助
。

Ｓ
＝
附
近
　
　

　
お
絹
を
探
し
て
村
人
が
五
六
人
。

Ｓ
＝
水
車
の
処

　
人
の
足
音
に
六
助
驚
い
て
去
る
。

　
村
人
は
お
絹
の
姿
を
見
て
駈
け
て
来
る
。

　
お
絹
は
ワ
ッ
と
泣
き
崩
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
庄
屋
の
表

　
葛
籠
が
人
々
の
手
に
よ
っ
て
山
へ
送
ら
れ
る
。

　
庄
屋
や
母
親
や
親
類
縁
者
が
、
泣
き
の
涙
で
供
を
す
る
。
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
山
道
　
　
夜

　
葛
籠
を
担
い
で
村
人
が
上
っ
て
行
く
。

　
松
明
を
翳
し
て
行
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
そ
の
夜

　
深
更
　
　

Ｓ
＝
荒
れ
果
て
た
辻
堂

　
辺
り
は
古
い
杉
の
木
が
茂
っ
た
深
山
幽
谷
で
あ
る
。

　
見
る
か
ら
に
物
凄
い
処
で
あ
る
。

　
例
の
葛
籠
が
置
か
れ
て
あ
る
。

　
葛
籠
の
中
の
お
絹
。

　
と
杉
木
立
の
真
黒
な
処
か
ら
、

　
ニ
ュ
ー
と
天
狗
が
現
れ
た
。

　
要
心
深
く
辺
り
を
見
廻
し
た
。

　
葛
籠
の
傍
へ
寄
っ
て
人
影
な
し
と
見
て
天
狗
の
面
を
取
っ
て
辻
堂
の
縁
に
置

　
く
。

　
山
賊
で
あ
る
。
合
図
を
す
る
と
、
児
分
が
二
人
現
れ
る
。
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葛
籠
を
開
け
る
。

　
内
の
お
絹
、
恐
る
恐
る
、
見
る
と
、

　
山
賊
の
好
色
の
笑
。

　
ア
ッ
と
叫
ん
だ
お
絹
。

　
辻
堂
の
中
か
ら
手
が
出
て
、
縁
に
置
か
れ
た
天
狗
の
面
を
そ
ッ
と
掴
ん
だ
。

　
山
賊
輩
は
お
絹
を
葛
籠
か
ら
担
ぎ
出
す
。

　
争
う
お
絹
。

　
と
、

　
辻
堂
の
扉
が
バ
タ
ン
と
勢
い
よ
く
開
い
た
。

Ｔ
「
こ
ー
ら
」

　
タ
ハ
ッ
と
驚
く
山
賊
が
振
り
返
る
と
、

　
真
黒
な
辻
堂
の
中
に
天
狗
の
顔
が
物
凄
く
光
っ
て
居
る
。
ワ
ー
と
山
賊
、
腰

　
を
抜
か
す
。

　
辻
堂
の
天
狗
が
（
団
九
郎
）
、

Ｔ
「
吾
こ
そ
は

　
此
の
仙
境
に

　
棲
む
天
狗
な
り
」

　
そ
ら
出
た
と
山
賊
達
、
腰
を
抜
か
す
。

　
団
九
郎
の
天
狗
は
悠
々
と
現
れ
出
て
、

Ｔ
「
我
名
を
騙
る

　
憎
い
人
間
ど
も
」

　
山
賊
達
、
震
え
上
る
。

　
処
が
団
九
郎
、
調
子
に
乗
っ
て
首
を
振
っ
て
居
た
時
、

　
天
狗
の
面
が
落
ち
る
。

　
驚
く
団
九
郎
。

　
山
賊
も
驚
い
た
。

　
そ
れ
ッ
と
山
刀
抜
い
て
斬
っ
て
来
る
。

　
団
九
郎
、
辻
堂
へ
逃
げ
こ
む
と
入
れ
違
い
に
、

　
武
蔵
現
れ
て
、

　
三
人
を
斬
り
捨
て
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
山
道
　
　
暁

　
武
蔵
と
団
九
郎
が
お
絹
を
伴
っ
て
、

　
下
り
て
行
く
。

　
お
絹
道
々
、
武
蔵
に
話
す
。

Ｔ
「
助
け
て
戴
き
ま
し
た
の
は
嬉
し
う
御
座
い
ま
す
が
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
隣
り
村
へ

　
お
嫁
に
行
か
ね
ば

　
な
り
ま
せ
ん
」

　
と
悲
し
気
に
、

Ｔ
「
そ
れ
が
、
悲
し
う

　
御
座
い
ま
す
」

　
と
言
う
。

　
聞
い
て
、
う
な
ず
く
武
蔵
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
山
の
麓
　
　
朝

　
お
絹
の
安
否
を
思
っ
て
上
っ
て
来
る
両
親
や
村
人
達
。
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下
り
て
来
た
武
蔵
等
。

　
そ
れ
と
見
て
驚
く
村
人
達
。

　
お
絹
は
寄
っ
て
母
親
の
胸
に
泣
き
伏
す
。

　
武
蔵
と
団
九
郎
、
悠
々
と
村
人
に
近
附
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
庄
屋
の
家
の
内
部

　
祝
い
の
酒
宴
で
あ
る
。

　
天
狗
退
治
の
大
勇
士
と
あ
っ
て
団
九
郎
は
得
意
満
面
で
盃
を
重
ね
て
い
る
。

　
武
蔵
は
さ
て
一
同
の
者
に
、

　
天
狗
退
治
の
有
様
を
話
す
。

　
感
心
し
て
聞
く
庄
屋
や
其
他
村
人
。

　
武
蔵
が
話
す
。

Ｔ
「
我
が
慈
悲
道
得
の
刀
を

　
受
け
よ
と
言
う
よ
り
早
く
」

　
と
話
す
武
蔵
「
ス
ラ
リ
と
ば
か
り

Ｔ
「
両
刀
抜
き
放
ち
て

　
飛
び
か
か
り
」

　
身
振
り
手
振
り
も
面
白
く

Ｔ
「
こ
の
時
妖
雲

　
谷
を
覆
い

　
山
は
轟
々

　
と
鳴
り
響
く
」

Ｓ
＝
辻
堂

　
猛
々
と
立
ち
こ
め
た
白
煙
。

　
武
蔵
の
奮
戦
。

　
荒
れ
狂
う
天
狗
。

　
（
ト
リ
ッ
ク
よ
ろ
し
く
。
少
し
大
時
代
に
天
狗
退
治
を
や
っ
て
下
さ
い
）

　
遂
に
天
狗
を
叩
き
斬
る
と
、

　
苦
し
み
も
が
く
天
狗
。

　
空
中
に
舞
い
上
り
、

　
杉
の
梢
に
飛
び
付
い
た
天
狗
。

　
「
ウ
ヌ
、
取
逃
が
し
た
か
ッ
」
と
武
蔵
。

　
天
狗
、
空
中
よ
り
、

Ｔ
「
や
れ
ッ

　
宮
本
武
蔵

　
よ
く
聞
け
！
」

　
ナ
ッ
、
ナ
ッ
、
な
ん
と
武
蔵
。

　
空
中
の
天
狗
、

Ｔ
「
汝
が
非
凡
の
働
き
に
よ
り

　
我
は
鞍
馬
山
に
退
散
せ
ん
」

　
と
叫
ん
で
、

Ｔ
「
そ
も
、
そ
も
、
我
は

　
巳
年
生
れ
の
天
狗
な
り
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
さ
れ
ば
、
そ
の
娘
を

　
巳
年
の
男
に
与
う
べ
し
」

　
何
と
？
　
と
地
上
の
武
蔵
。
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空
中
の
天
狗
が
、

Ｔ
「
巳
年
の
男
に

　
与
う
べ
し
」

　
ド
ロ
ン
ド
ロ
ン
ド
ロ
ン
で
空
中
遙
か
に
飛
び
去
っ
た
り
。
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
元
の
庄
屋
の
家

　
語
り
終
る
武
蔵
。

　
聞
い
た
庄
屋
が
、

Ｔ
「
巳
年
の
男
で

　
御
座
い
ま
す
か
」

　
左
様
、
と
武
蔵
が
う
な
ず
い
て
、
さ
て
、

　
Ｔ
「
聞
け
ば
近
々

　
御
婚
礼
と
の
事
で

　
御
座
る
が
」

　
ハ
ッ
ハ
イ
と
庄
屋
、
心
配
そ
う
に
、

Ｔ
「
相
手
の
男
が

　
巳
年
で
な
い
と
」

　
悪
う
御
座
い
ま
す
か
と
訊
く
。

　
武
蔵
が
、

Ｔ
「
天
狗
の
祟
り
が

　
怖
ろ
し
う
御
座
る
ぞ
」

　
ハ
テ
困
っ
た
、
と
庄
屋
。

Ｔ
「
此
の
村
で
、
巳
年
の
男
と

　
言
え
ば
」

　
彼
奴
と
彼
奴
と
、
と
数
え
る
。

　
村
人
の
一
人
が
、

Ｔ
「
六
助
さ
ん
も
確
か
巳
年
じ
ゃ
」

　
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
数
日
の
後
　
　

Ｓ
＝
村
は
ず
れ
の
街
道

　
庄
屋
や
六
助
お
絹
の
若
夫
婦
や
、

　
其
他
村
人
達
に
送
ら
れ
て
、

　
武
蔵
と
団
九
郎
が
旅
立
ち
で
あ
り
ま
す
。

　
去
っ
て
行
く
二
人
。

　
六
助
と
お
絹
は
何
度
も
去
っ
て
行
く
二
人
に
礼
を
述
べ
る
。
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
あ
る
城
下
町

Ｓ
＝
街
角

　
立
札
。

　
一
、
爾
今
当
城
下
に
於
て

　
仇
討
の
助
太
刀
を

　
致
し
た
る
者
は
金
百
両
也

　
の
恩
賞
を
与
う
者
也

　
そ
の
立
札
の
前
に
立
ち
止
っ
た
、
武
蔵
と
団
九
郎
。
顔
見
合
せ
て
、
「
何
と

　
面
白
い
事
じ
ゃ
喃
」
と
言
っ
て
居
る
時
、
一
人
の
浪
人
者
が
ド
ン
ッ
と
団
九
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郎
に
突
き
当
っ
て
御
免
、
と
其
儘
立
ち
去
る
。

　
（
坂
部
文
六
で
あ
る
）

　
団
九
郎
、
紙
入
れ
を
掏
り
盗
ら
れ
た
事
に
気
附
い
て
、
ア
ッ
、
し
ま
っ
た
と

　
立
ち
す
く
む
。

Ｓ
＝
附
近

　
文
六
す
た
す
た
去
る
。

　
団
九
郎
大
声
に
、

Ｔ
「
泥
棒
ッ
」

　
と
叫
ん
で
文
六
の
後
を
追
う
。

　
逃
げ
る
文
六
と
、
追
う
団
九
郎
。

Ｓ
＝
通
り

　
向
う
よ
り
、
侍
が
五
人
ば
か
り
や
っ
て
来
た
。

　
そ
れ
と
見
る
や
、
逃
げ
て
来
た
文
六
、
突
然
、
立
ち
止
っ
て
ク
ル
ッ
と
振
り

　
返
る
。

　
追
っ
て
来
た
団
九
郎
。

　
文
六
突
然
、
ス
ラ
リ
と
大
刀
引
き
抜
い
た
。
ア
レ
ッ
と
団
九
郎
一
足
退
る
。

　
文
六
、
大
声
に
、

Ｔ
「
珍
し
や
、
父
の
敵

　
頓
間
野
良
兵
衛
ッ
！
」

　
ナ
ッ
、
ナ
ニ
を
ぬ
か
す
と
団
九
郎
。

　
通
り
掛
か
っ
た
侍
五
人
は
大
喜
び
。

　
立
札
の
大
写
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

Ｔ
「
百
両
ッ
」
（
少
し
大
き
く
）

　
ス
ラ
ッ
と
五
人
が
大
刀
抜
い
て
、

Ｔ
「
助
太
刀
致
す
ッ
」

　
と
団
九
郎
に
迫
る
。

　
団
九
郎
、
跳
び
上
っ
て
驚
い
た
。

　
一
目
散
に
逃
げ
る
。

　
後
を
追
う
五
人
の
侍
。

　
文
六
は
追
お
う
と
せ
ず
刀
を
収
め
て
、
懐
中
の
紙
入
れ
を
取
り
出
し
、
銭
勘

　
定
を
し
乍
ら
去
る
。

Ｓ
＝
附
近

　
逃
げ
て
来
た
団
九
郎
、
武
蔵
の
姿
を
見
て
、

　
や
れ
有
難
や
、
と
そ
の
背
後
に
隠
れ
る
。

　
追
っ
て
来
た
五
人
の
侍
。

　
武
蔵
が
「
人
違
い
じ
ゃ
」
と
言
い
乍
ら
一
同
を
叩
き
付
け
る
。

　
ヤ
レ
安
心
と
団
九
郎
、
ホ
ッ
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
此
処
の
お
殿
様

　
近
頃
は
や
り
の

　
仇
討
病
患
者
　
　

Ｓ
＝
城
中
広
間

　
お
殿
様
。

　
（
此
の
お
殿
様
少
々
三
枚
目
の
お
殿
様
で
あ
る
事
）

　
極
く
若
い
殿
様
で
あ
る
。

　
脇
息
に
凭
れ
て
、
退
屈
そ
う
な
様
子
で
あ
る
。
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側
に
老
臣
が
一
人
控
え
て
居
る
。

　
お
殿
様
が
一
ツ
大
き
な
欠
伸
を
な
す
っ
た
。

　
厭
だ
、
厭
だ
、
退
屈
だ
な
ァ
、
と
言
っ
た
顔
が
、

　
突
然
、
晴
れ
や
か
な
顔
に
な
る
。

　
老
臣
に
「
爺
ッ
」

　
ハ
ッ
と
老
臣
。

　
お
殿
様
が
、

Ｔ
「
其
の
方
」
「
娘
が
あ
っ
た
喃
」

　
と
訊
ね
ら
れ
た
老
臣
。

Ｔ
「
当
年
十
八
歳
に

　
相
成
り
ま
す
る
」

　
う
ん
そ
う
か
と
上
機
嫌
の
殿
様
が
「
ど
う
じ
ゃ
爺
、

Ｔ
「
其
方
、
誰
か
に

　
殺
さ
れ
て
呉
れ
ぬ
か
？
」

　
エ
ッ
と
老
臣
が
訳
の
分
ら
ん
顔
。

　
殿
様
が
「
分
ら
ん
奴
だ

Ｔ
「
其
の
方
が
、
誰
か
に

　
斬
ら
れ
て
死
ぬ
の
じ
ゃ
」

　
あ
の
拙
者
が
、
と
老
臣
「
メ
ッ
、
滅
相
も
無
い
」

　
殿
様
が
「
イ
ヤ
イ
ヤ

Ｔ
「
心
配
致
す
な

　
其
の
方
の
娘
に

　
立
派
な
仇
討
を

　
さ
せ
て
や
る
」

　
老
臣
も
呆
れ
果
て
た
。

　
殿
様
が
嬉
し
そ
う
に
、

Ｔ
「
女
の
仇
討
は

　
珍
し
い
ぞ
」

　
老
臣
が
イ
ヤ
イ
ヤ
、

Ｔ
「
御
免
蒙
り
ま
す
」

　
断
わ
ら
れ
て
、
お
殿
様
、
悲
観
し
た
。

　
つ
く
づ
く
独
り
言
、
「
あ
ー
あ

Ｔ
「
仇
討
が

　
見
た
い
な
ァ
」

　
と
仰
し
ゃ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
橋
の
上
　
　
夜

　
お
殿
様
と
老
臣
と
家
臣
が
五
名
程
川
端
を
歩
い
て
居
る
。
御
忍
び
で
あ
る
。

　
お
殿
様
は
橋
の
袂
に
、
何
か
を
見
て
、
お
止
ま
り
な
さ
れ
た
。

　
其
処
に
寝
て
居
る
乞
食
。

　
お
殿
様
、
ジ
ッ
と
其
の
乞
食
を
見
て
居
ら
れ
た
が
、

　
「
そ
う
に
違
い
無
い
」
と
独
り
言
。
ツ
カ
ツ
カ
と
乞
食
の
傍
へ
寄
り
「
こ
れ

　
こ
れ
」
と
肩
を
叩
く
。

　
乞
食
、
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
言
い
乍
ら
、
起
き
上
る
。

　
ふ
と
見
れ
ば
、
立
派
な
数
名
、
自
分
を
取
り
囲
ん
で
居
る
。
吃
驚
し
て
「
ど

　
う
ぞ
命
ば
か
り
は
」

　
殿
様
が
乞
食
に
、

Ｔ
「
隠
す
な
、
隠
す
な
」

　
と
言
わ
れ
て
、
乞
食
、
何
の
事
だ
か
訳
が
分
ら
ん
。
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殿
様
が
、

Ｔ
「
其
の
方
、
真
は

　
武
士
で
あ
ろ
う
？
」

　
乞
食
は
ポ
カ
ン
と
し
て
居
る
が
、

　
殿
様
は
独
り
悦
に
入
っ
て
、

Ｔ
「
敵
討
で
あ
ろ
う

　
喃
？
」

　
エ
ッ
？
　
と
乞
食
は
分
ら
な
い
が
、

　
殿
様
の
独
り
合
点
は
尚
続
く
。

Ｔ
「
非
人
に
迄
、
身
を
落
し

　
さ
だ
め
て
辛
い
で
あ
ろ
う
」

　
と
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落
涙
し
て
、

Ｔ
「
其
の
方
の
至
孝

　
天
に
通
ぜ
ぬ

　
道
理
が
無
い
」

　
と
乞
食
の
手
を
掴
ん
で
、

Ｔ
「
仇
討
本
懐
の
日
を

　
祈
り
申
す
ぞ
」

　
と
老
臣
に
金
子
を
包
ま
せ
て
、

　
そ
れ
を
乞
食
に
与
え
、

Ｔ
「
些
少
乍
ら

　
余
の
志
じ
ゃ
」

　
乞
食
は
ま
る
で
、
鳩
が
豆
鉄
砲
を
喰
っ
た
形
。
呆
然
と
殿
様
を
見
守
る
。

　
坂
部
文
六
が
、
木
蔭
で
、
此
の
様
子
を
見
て
、
ほ
く
そ
笑
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
宿
の
横
手
　
　
夜

　
坂
部
文
六
、
杖
を
付
い
て
、

　
フ
ー
フ
ー
、
云
い
乍
ら
、
歩
い
て
来
る
。

　
苦
し
そ
う
に
唸
っ
て
居
る
。

　
其
処
へ
殿
様
と
老
臣
連
の
御
忍
び
が
通
り
掛
っ
た
。

　
殿
様
、
フ
ト
文
六
を
見
て
、

　
「
如
何
召
さ
れ
た
」
と
抱
き
起
す
。

Ｓ
＝
そ
の
二
階

　
手
摺
り
に
凭
れ
て
、
下
の
様
子
を
見
て
居
る
、
武
蔵
と
団
九
郎
で
あ
る
。

Ｓ
＝
下
で
は

　
殿
様
の
前
に
手
を
付
い
た

　
文
六
が
懸
命
の
熱
演
で
あ
る
。

Ｔ
「
父
の
敵
を
求
め
て

　
放
浪
八
年
」

　
「
八
年
？
」
と
殿
様
驚
い
た
。

　
文
六
尚
も
苦
し
そ
う
に
、

Ｔ
「
未
だ
、
仇
敵
に

　
廻
り
逢
わ
ざ
る
に

　
路
用
の
金
子
は

　
尽
き
果
て
て
」

　
殿
様
聞
く
よ
り
「
ア
イ
ヤ
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Ｔ
「
皆
迄
申
す
な

　
泣
け
て
来
る
」

　
と
文
六
の
手
を
握
っ
て
、

Ｔ
「
辛
い
で

　
あ
ろ
う
喃
」

　
と
言
っ
て
、
老
臣
を
振
り
返
っ
て
、
そ
れ
ッ
と
言
う
。

　
文
六
横
目
で
ソ
レ
と
見
て
成
功
と
喜
ん
だ
。

Ｓ
＝
二
階

　
武
蔵
が
団
九
郎
に
耳
打
ち
す
る
。

　
団
九
郎
心
得
て
袍
褞
の
儘
、
大
悦
び
で
、
今
し
も
殿
様
が
、
文
六
に
金
子
を

　
与
え
ん
と
す
る
時
、

　
ヒ
ラ
リ
と
二
階
か
ら
、
そ
の
中
へ
、
と
び
下
り
た
団
九
郎
。

　
驚
く
一
同
。

　
団
九
郎
、
文
六
に
向
っ
て
、

Ｔ
「
珍
し
や
、
父
の
敵

　
頓
間
野
郎
兵
衛
ッ
」

　
ア
レ
ッ
と
文
六
、
驚
い
た
。

　
殿
様
も
老
臣
も
家
臣
も
驚
い
た
。

　
文
六
「
こ
れ
ッ
何
を
申
す
」
と
言
っ
て
も
団
九
郎
、

　
無
二
無
三
と
斬
っ
て
来
る
。

　
殿
様
が
、

Ｔ
「
さ
て
は

　
騙
り
者
か
」

　
と
言
う
。

　
文
六
浮
か
ぶ
瀬
も
無
い
。

　
家
臣
等
も
、
や
っ
と
思
い
出
し
た
。

　
「
立
札
」

Ｔ
　
百
両

　
で
ズ
ラ
リ
と
抜
刀
し
て
、

Ｔ
「
助
太
刀
致
す
」

　
と
文
六
に
斬
り
掛
か
る
。

　
文
六
驚
い
て
遂
に
逃
げ
出
す
。

　
追
う
一
同
。

　
二
階
の
武
蔵
は
見
送
っ
て
、
何
か
決
心
し
て
、
ツ
と
室
へ
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
元
の
川
端
　
　
夜

　
文
六
逃
げ
て
来
た
。

　
追
い
付
い
た
団
九
郎
と
家
臣
等
。

　
家
臣
等
は
グ
ル
ッ
と
取
り
囲
む
。

　
文
六
、
必
死
に
叫
ぶ
。

Ｔ
「
こ
ら
、
嘘
を
申
す
な

　
嘘
を
ッ
」

　
団
九
郎
が
「
何
が
嘘
だ
！
」
と
鼻
息
荒
く
、
斬
っ
て
来
る
。

　
文
六
が
逃
げ
乍
ら
、

Ｔ
「
貴
様
こ
そ

　
拙
者
の
為
に
は

　
父
の
敵
」
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ナ
ッ
ナ
ニ
を
ぬ
か
す
、
と
団
九
郎
。

　
文
六
が
一
同
に
、

Ｔ
「
各
々
方

　
此
奴
が

　
真
の
敵
！
」

　
団
九
郎
も
負
け
て
居
な
い
。

Ｔ
「
貴
様
が
敵
じ
ゃ

　
馬
鹿
野
郎
！
」

　
文
六
が
、
立
廻
り
乍
ら
、

Ｔ
「
此
奴
の
顔
を

　
見
て
下
さ
れ

　
顔
を
ッ
」

　
と
言
っ
て
、

Ｔ
「
親
の
敵
ら
し
い

　
顔
で
御
座
ろ
う
？
」

　
団
九
郎
が
、

Ｔ
「
貴
様
の
面
こ
そ

　
敵
面
だ
！
」

　
家
臣
共
は
ど
ち
ら
が
敵
だ
か
分
ら
な
い
。

　
殿
様
も
分
ら
な
い
。

　
で
、

Ｔ
「
面
倒
だ

　
両
人
共
斬
り
捨
て
え
」

　
ハ
ハ
ッ
と
家
臣
、
今
度
は
、
二
人
に
斬
り
付
け
る
。

　
サ
ア
、
二
人
は
蒼
く
な
っ
た
。

　
敵
同
士
が
協
力
し
て
戦
う
。

　
宿
を
出
た
武
蔵
が
や
っ
て
来
た
。

　
既
に
、
危
い
二
人
を
救
け
て
、

　
家
臣
共
を
尽
く
川
へ
投
げ
込
み
、
又
は
打
ち
の
め
し
、
最
後
に
お
殿
様
を
チ

　
ャ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
叩
き
付
け
て
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
た
お
殿
様
の
首
筋
掴
ん
で
、

　Ｔ
「
仇
討
の
熱
病

　
患
者
奴
！
」

　
と
橋
の
上
か
ら
川
の
中
へ
投
げ
込
ん
で
、

Ｔ
「
熱
を

　
冷
ま
し
て
来
い
！
」

　
と
叫
ぶ
。

Ｔ
　
翌
る
朝

Ｓ
＝
通
り
　
　
屋
敷
町

　
登
城
の
途
の
若
侍
五
名
、

　
フ
ト
立
ち
止
る
。

　
彼
方
で
、

　
団
九
郎
と
文
六
、
す
れ
違
っ
た
。

　
文
六
、

Ｔ
「
珍
し
や

　
父
の
敵

　
早
水
団
九
郎
！
」

　
オ
ヤ
ッ
と
若
侍
、
急
ぎ
足
に
二
人
の
傍
へ
。
団
九
郎
、
見
事
な
、
敵
だ
。

Ｔ
「
片
腹
痛
い

　
返
り
討
ち
だ
！
」
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と
両
方
が
、
ズ
ラ
リ
と
抜
刀
す
る
。

　
若
侍
五
人
が
、
思
い
出
し
た
。

　
立
札
の
大
写
。

　
ズ
ラ
リ
と
抜
刀
し
て
、

Ｔ
「
助
太
刀
致
す
！
」

　
と
待
っ
て
ま
し
た
、
と
ば
か
り

　
団
九
郎
、
刀
担
い
で
、
逃
げ
出
し
た
。

　
卑
怯
者
ッ
、
と
ば
か
り
、
文
六
と
若
侍
達
後
を
追
う
。

　
追
い
駈
け
る
若
侍
。

Ｓ
＝
或
る
神
社
の
表

　
団
九
郎
が
そ
の
境
内
へ
逃
げ
込
ん
だ
。

　
続
い
て
文
六
や
若
侍
も
続
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
急
速
に
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
同
じ
神
社
の
表

　
侍
五
名
が
物
凄
う
や
ら
れ
た
形
で
、
フ
ラ
フ
ラ
で
逃
げ
て
行
く
。

　
文
六
と
団
九
郎
が
見
送
っ
て
大
笑
い
。

　
二
人
仲
良
く
去
っ
て
行
く
。

Ｓ
＝
境
内

　
武
蔵
が
大
小
の
木
太
刀
を
手
に
悠
々
と
腰
打
ち
掛
け
て
居
る
。

Ｓ
＝
通
り

　
強
そ
う
な
二
人
の
武
士
が
歩
い
て
居
る
。
フ
ト
立
ち
止
る
。

　
前
方
で
例
の
通
り
、
文
六
、
団
九
郎
が
ヤ
ー
ヤ
ー
珍
し
や
、
を
や
っ
て
居
る
。

　　
ソ
レ
ッ
と
二
人
は
抜
刀
し
て
、

　
助
太
刀
致
す
、
と
団
九
郎
に
斬
り
掛
か
る
。

　
団
九
郎
、
例
の
如
く
逃
げ
出
す
。

　
一
同
、
後
を
追
う
。

Ｓ
＝
神
社
の
境
内
で

　
武
蔵
が
二
本
木
太
刀
を
手
に
持
っ
て
居
る
。

Ｓ
＝
神
社
の
表

　
団
九
郎
、
逃
げ
込
ん
だ
。

　
後
追
っ
て
抜
刀
の
文
六
と
侍
二
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
又
急
速
に
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
同
じ
神
社
の
表

　
文
六
と
団
九
郎
、
前
の
侍
二
人
の
足
を
曳
き
ず
っ
て
出
て
来
て
、

　
道
へ
お
っ
放
り
出
す
。

　
投
げ
出
さ
れ
て
フ
ラ
フ
ラ
の
二
人
の
侍
、
這
う
様
に
し
て
逃
げ
て
行
く
。

　
二
人
又
仲
良
く
出
掛
け
て
行
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
急
速
に
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｓ
＝
同
じ
神
社
の
表

　
団
九
郎
、
逃
げ
込
む
。
文
六
と
今
度
は
十
余
名
の
侍
が
追
っ
て
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
又
急
速
に
Ｆ
・
Ｏ
）
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十
余
名
の
侍
が
フ
ラ
フ
ラ
に
や
ら
れ
て
出
て
来
ま
し
た
。
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　　
　
此
の
手
で
、
も
一
度
、
三
十
名
位
の
奴
を
見
せ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
　
斯
く
て
　
　

Ｓ
＝
大
広
間

　
殿
様
の
御
座
へ
、
殿
様
が
お
座
り
に
な
る
。

　
殿
様
は
頭
に
繃
帯
を
し
て
御
座
る
。

　
平
伏
し
て
居
る
家
臣
一
同
（
百
名
ば
か
り
）
。

　
そ
の
家
臣
が
一
斉
に
頭
を
上
げ
る
と
、
ナ
ン
と
ど
れ
も
こ
れ
も
繃
帯
だ
ら
け
。

　　
殿
様
、
オ
ヤ
ッ
と
驚
く
。

　
老
臣
か
ら
何
か
ら
隅
か
ら
隅
ま
で
繃
帯
だ
ら
け
。
殿
様
ほ
と
ほ
と
、
呆
れ
て

　
し
ま
っ
た
。

Ｓ
＝
町

　
例
の
立
札
が
、
大
地
に
叩
き
付
け
ら
れ
て
居
る
。

Ｓ
＝
街
道

　
意
気
揚
々
と
武
蔵
等
二
名
が
、

　
此
の
城
下
を
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）

　Ｔ
　
慶
長
十
七
年
卯
月
十
三
日

　
豊
前
小
倉
の
海
上
の

　
離
れ
島
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
・
Ｌ
）

　Ｔ
　
父
の
敵
佐
々
木
巌
流
と

　
彼
を
護
る
剣
士
三
十
余
名
と

　
決
戦
す

Ｓ
＝
海
上

　
数
艘
の
小
舟
に
分
乗
し
た
、
佐
々
木
巌
流
の
一
隊
。

　
豪
然
た
る
巌
流
、
先
頭
の
舟
上
に
立
つ
。

　
他
の
方
面
か
ら
は
、

　
武
蔵
の
舟
が
急
ぐ
。

　
舟
上
の
武
蔵
。

　
両
方
の
舟
が
荒
波
蹴
立
て
て
急
ぐ
。

　
や
が
て
巌
流
等
の
、

　
舟
は
島
に
着
く
。

　
続
い
て
反
対
の
岸
へ
武
蔵
の
舟
も
着
く
。

　
海
岸
を
巌
流
を
先
頭
に
進
む
三
十
有
余
名
。

　
武
蔵
も
決
然
、
波
打
ち
際
を
歩
む
。

　
両
者
相
会
す
。

　
巌
流
大
刀
の
鞘
を
払
っ
て
、
鞘
を
捨
て
た
。

　
武
蔵
も
応
と
ば
か
り
、
両
刀
抜
く
。

　
荒
波
、
ど
ッ
と
押
し
寄
す
る
処
。

　
武
蔵
、
懸
命
の
乱
闘
、

　
波
と
乱
闘
の
交
響
楽
だ
！

　
遂
に
武
蔵
、
一
同
を
斬
り
伏
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
・
Ｏ
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
山
中
貞
雄
作
品
集
　
全
一
巻
」
実
業
之
日
本
社

　
　
　1998
（
平
成10

）
年10

月28

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
山
中
貞
雄
シ
ナ
リ
オ
集
」
竹
村
書
房

　
　
　1940

（
昭
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）
年
発
行

※
「
Ｆ
・
Ｏ
」
は
フ
ェ
ー
ド
・
ア
ウ
ト
、
「
Ｓ
」
は
シ
ー
ン
、
「
Ｔ
」
は
テ
ロ
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プ
／
タ
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字
幕
）
、
「
Ｏ
・
Ｌ
」
は
オ
ー
バ
ー
・
ラ
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プ
は
エ
フ
ェ

ク
ト
で
す
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
平
川
哲
生

校
正
：
門
田
裕
志

2012

年9

月25

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
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っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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